
平成 1７年度卒業研究論文概要　生体情報（村上）研究室

下 肢 運 動 訓 練 の た め の 膝 伸 展 に お け る 大 腿 直 筋 の

筋 電 図 解 析

200212021 　 大 竹 　 康 太

下 肢 機 能 障 害 者 、 足 の 不 自 由 な 高 齢 者 あ る い は

膝 関 節 が 衰 弱 し た 人 に と っ て 、 歩 行 機 能 を 回 復 さ

せ る こ と が 必 要 で あ る 。 歩 行 の 自 立 に お い て 重 要

な 部 位 の 一 つ で あ る 膝 関 節 の 訓 練 が 重 要 で あ る と

考 え る 。 膝 関 節 を 鍛 え る こ と に よ り 、 も と ど お り

に 回 復 す る こ と は で き な く と も 、 自 立 歩 行 が あ る

程 度 可 能 に な る と 考 え る 。 よ っ て 本 研 究 で は 、 膝

関 節 訓 練 の 第 一 段 階 と し て 、 等 尺 性 運 動 を 用 い て

膝 関 節 の 伸 展 運 動 の 実 験 を 行 い 、 実 験 に よ っ て 得

た 筋 電 図 に よ り 、 大 腿 直 筋 の 筋 活 動 を 解 析 し 、 そ

の 推 移 を 求 め た 。 ま た 、 足 部 に お も り を 取 り 付 け 、

負 荷 条 件 に よ っ て 、 大 腿 直 筋 の 筋 活 動 が い か に 変

化 す る か を 検 討 し た 。

上 肢 運 動 訓 練 に お い て 楽 し め る

手 動 式 発 電 機 に よ る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 器 具 の

提 案

200212025 　 小 川 　 陽 輔

現 在 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン で は 、 訓 練 す る 患 者

は 単 調 な 運 動 の 反 復 に な り が ち で あ る 。 患 者 が 能

動 的 に 訓 練 に 取 り 組 む た め に 、 運 動 に 娯 楽 的 要 素

を 取 り 込 み 、 楽 し く リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン が で き れ

ば 患 者 の 訓 練 意 欲 も 増 す と 考 え ら れ る 。

そ こ で 、 本 研 究 で は よ り 積 極 的 に 患 者 に リ ハ ビ

リ を 働 き か け ら れ る 能 動 的 手 段 と し て 治 療 体 操 に

着 目 し 、 そ こ に 地 域 の 祭 り の 特 色 を 活 用 す る こ と

で 、 患 者 が “ 楽 し め る ” と 考 え る 。 リ ハ ビ リ テ ー

シ ョ ン 器 具 に は 、 手 動 式 発 電 機 を 用 い る 。 手 動 式

発 電 機 を 持 っ て 踊 る こ と で 上 肢 の 運 動 と な る 。 ま
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た 発 電 に よ る 機 能 で 発 光 ダ イ オ ー ド を 光 ら せ 、 祭

り が 盛 り 上 が る こ と が 期 待 で き る 。

上 肢 運 動 に お い て 、 手 動 式 発 電 機 を 用 い た 場 合

と 用 い な い 場 合 の 相 違 、 ま た 発 電 機 能 に よ る 効 果

を 、 肘 と 手 の 屈 曲 ・ 伸 展 に 関 す る 筋 群 の 筋 電 図 計

測 に よ っ て 明 ら か に し た 。
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視 覚 障 害 者 用 歩 行 支 援 機 器 の た め の 点 字 ブ ロ ッ ク

終 端 の 認 識 に 関 す る 基 礎 研 究

２ ０ ０ ２ １ ２ ０ ７ ７ 　 堀 江 　 剛 正

近 年 、 ハ ー ト ビ ル 法 に よ り 身 体 障 害 者 や 高 齢 者

が 施 設 を 円 滑 に 利 用 が で き 、 身 体 障 害 者 補 助 犬 法

に よ り 盲 導 犬 等 の 介 助 犬 が 施 設 へ の 同 伴 が 義 務 付

け ら れ た 。 し か し 盲 導 犬 の 数 が 少 な い た め に 盲 導

犬 を 必 要 と し て い る 人 の 全 員 に 盲 導 犬 が 支 給 さ れ

る わ け で は な い 。 そ の た め 、 視 覚 障 害 者 用 歩 行 支

援 機 器 の 開 発 が 行 わ れ て い る 。 本 研 究 で は 、 視 覚

障 害 者 用 歩 行 支 援 機 器 の 制 御 を 目 的 と し 、 画 像 処

理 を 用 い て 点 字 ブ ロ ッ ク の 終 端 を 認 識 し 、 交 差 点

の 有 無 の 判 別 を 行 っ た 。 点 字 ブ ロ ッ ク の 線 状 部 に

比 べ て 終 端 で は 、 画 像 最 下 段 に あ る 点 字 ブ ロ ッ ク

領 域 の 幅 が 広 い と い う 特 徴 が あ る 。 そ こ で そ の 部

分 の 画 素 数 を 計 り 、 点 字 ブ ロ ッ ク 終 端 の 判 別 を 行

う 。 数 種 類 の サ ン プ ル 画 像 に 対 し て 処 理 を 行 っ た

結 果 、 交 差 点 の 有 無 を 判 別 す る こ と が で き た 。

障 害 者 の 頭 部 動 作 の 推 定 に よ り

生 活 支 援 機 器 へ の 命 令 を 生 成 す る ア ル ゴ リ ズ ム の

提 案

200212068 　 橋 爪 　 直 也

　 運 動 機 能 障 害 者 の 中 に は 、 脊 髄 等 の 損 傷 に よ り

四 肢 麻 痺 と い う 重 度 の 障 害 に な っ て し ま う こ と が

あ る 。 こ れ は 生 活 し て い く 上 で 非 常 に 不 利 な 状 態

で あ る と い え る 。 こ の 状 態 を 少 し で も 緩 和 す る た

め に 、 生 活 支 援 機 器 と い う も の が あ る 。 本 研 究 で

は 、 重 度 の 障 害 者 で も 容 易 に 操 作 で き る よ う な 、

生 活 支 援 機 器 へ の 命 令 を 生 成 す る ア ル ゴ リ ズ ム の

提 案 を 行 っ た 。 本 シ ス テ ム で は 、 頭 部 動 作 に 着 目

し 、 頭 部 の 肌 色 領 域 の 比 較 に よ り 頭 部 動 作 の 推 定
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を す る 。 左 右 か ら の 画 像 を 取 り 込 み 、 基 準 画 像 と

対 象 画 像 の 肌 色 領 域 の 面 積 を 比 較 し 、 そ の 比 較 の

結 果 か ら 頭 部 の 方 向 の 推 定 を 行 っ た 。
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運 動 機 能 障 害 者 の た め の

レ ー ザ 光 を 用 い た 選 択 式 制 御 命 令 入 力 シ ス テ ム の

開 発

200212011 　 伊 藤  文 昭

200212014 　 江 川  尚

　 障 害 者 の 運 動 機 能 再 建 の 手 法 と し て 「 機 能 的 電

気 刺 激 」 (FES) が 広 く 用 い ら れ て い る 。 FES に よ っ て 動

作 再 建 を 行 う に は 、 使 用 者 の 意 思 を FES シ ス テ ム に

伝 達 す る 入 力 装 置 が 必 要 に な る 。 FES の 使 用 者 が 四

肢 麻 痺 者 の 場 合 は 、 頭 部 動 作 に よ る 入 力 装 置 が 知

ら れ て お り 、 例 え ば 命 令 ボ タ ン に 相 当 す る 受 光 素

子 を レ ー ザ 光 で 指 示 す る 方 法 が あ る 。

　 過 去 に 提 案 さ れ た 方 式 で は 、 背 景 光 電 圧 と 信 号

電 圧 の 比 較 に よ っ て 受 光 を 識 別 し て い た 。 そ の 場

合 、 背 景 光 検 出 素 子 が 光 環 境 を 正 し く 反 映 し な く

な る と 、 命 令 の 選 択 が で き な い 可 能 性 が あ る 。

　 そ こ で 本 研 究 で は 、 独 立 し た 背 景 光 量 検 出 素 子

を 設 け ず 、 各 受 光 素 子 に お い て 背 景 光 量 と 信 号 光

量 の 識 別 を 行 う 命 令 選 択 式 入 力 シ ス テ ム を 開 発 し

た 。 そ し て 、 電 気 ス タ ン ド の よ う な 空 間 的 に 不 均

一 な 背 景 光 を 与 え る 光 源 の 使 用 下 に お い て も 、 信

号 光 照 射 の 有 無 が 識 別 で き る こ と を 実 験 的 に 示 し 、

シ ス テ ム の 実 現 可 能 性 を 確 認 し た 。

心 理 的 負 荷 に 伴 う 書 字 動 作 の 特 徴 変 化

２ ０ ０ ２ １ ２ ０ ６ ９ 　 濱 田 　 明 昇

　 心 理 的 負 荷 が か か っ た と き の 書 字 動 作 の 変 化 に

つ い て 研 究 を お こ な っ た 。 聴 覚 に よ っ て 呈 示 し た

情 報 を 記 憶 さ せ る 条 件 下 で 、 書 か れ た 軌 跡 を 評 価

し た 。 そ の 評 価 指 標 は 軌 跡 の 総 延 長 、 加 速 度 の 総

和 、 フ ィ ッ ツ の 法 則 に お け る 動 作 速 度 で あ り 、 心

理 的 負 荷 に お け る 書 字 動 作 の 特 徴 変 化 を 明 ら か に
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し た 。 直 線 か ら 構 成 さ れ る よ う な 簡 単 な 書 字 課 題

で は 、 そ れ ら の 評 価 指 標 は 総 じ て 減 少 傾 向 に あ り 、

一 方 、 複 数 の 線 分 や 円 弧 か ら 構 成 さ れ る 書 字 課 題

で は 個 人 差 が 大 き か っ た 。
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押 圧 刺 激 に よ る 自 律 神 経 活 動 の 変 化 の 推 定 に 関 す

る 基 礎 研 究

200212008 　 飯 塚 　 雅 枝

200212081 　 宮 川 　 早 苗

　 「 癒 さ れ た 」 と い う 感 情 や 、 視 覚 、 聴 覚 、 皮 膚

感 覚 、 あ る い は そ れ ら の 複 合 感 覚 等 、 感 覚 刺 激 が

も た ら す 心 身 へ の 効 果 は 、 経 験 に 基 づ く 主 観 的 議

論 が 多 い 。 癒 さ れ る と 自 律 神 経 の 副 交 感 神 経 活 動

が 活 発 に な る と 考 え ら れ る こ と か ら 、 我 々 は 自 律

神 経 の 変 化 が 「 癒 し 効 果 」 の 指 標 と な る と 仮 定 し

た 。 本 実 験 で は 、 安 静 状 態 の 時 、 暗 算 に よ る 心 理

的 負 荷 を 与 え て い る 時 、 癒 す 方 法 と し て 足 底 ・ 腰

部 ・ 肩 部 の 代 表 的 な つ ぼ に 押 圧 刺 激 を 与 え て い る

時 の 心 電 図 を と る 。 実 験 か ら 得 た 心 電 波 形 を 用 い

て 自 律 神 経 活 動 を 解 析 す る 。 そ の 解 析 方 法 は 副 交

感 神 経 機 能 を 評 価 す る 方 法 で あ る 、 Ｃ Ｖ Ｒ Ｒ と Ｒ Ｒ

50 に よ る 解 析 を 用 い る 。 こ れ ら は 心 電 波 形 の ピ ー

ク （ Ｒ 波 ） の 時 刻 を 取 り 出 し て 得 ら れ る Ｒ Ｒ 間 隔

か ら 求 め ら れ 、 Ｃ Ｖ Ｒ Ｒ は Ｒ Ｒ 間 隔 の 変 動 係 数 を 、

Ｒ Ｒ 50 は Ｒ Ｒ 間 隔 の 変 動 が 大 き い 割 合 を 示 す 。 Ｃ

Ｖ Ｒ Ｒ と Ｒ Ｒ 50 が 増 え る と 副 交 感 神 経 活 動 が 優 位 に

働 い て い る と 考 え ら れ る 。 本 研 究 で は 押 圧 刺 激 を

腰 部 に 与 え た 時 は 副 交 感 神 経 活 動 の 優 位 が み ら れ

た の で 、 「 癒 し 効 果 」 が あ っ た と い う 評 価 が で き

た 。
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